
平 成 31 年 ３ 月 29 日 

消 防 庁 

「水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に係る 

安全対策のあり方に関する検討報告書｣の公表 

消防庁では、燃料電池自動車の利用環境整備に資するため、水素スタンドをガ

ソリンスタンド（給油取扱所）に併設する場合の基準を順次整備しているところ

です。今般、その一環として、｢水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に

係る安全対策のあり方に関する検討会」を開催し、調査・検討を行いました。

この度、検討会報告書がとりまとめられましたので、公表します。 

【主な結果】 

１ 水素充塡と給油のための停車スペースの共用化に係る安全対策について 

水素スタンドを給油取扱所に併設する際、省スペース化の観点から、現在区分けされてい

る水素充塡と給油のための停車スペースの共用化が求められています。 

停車スペースを共用化した場合の主なリスク要因として、ガソリンが流出して火災とな

り、燃料電池自動車（高圧の水素ボンベを搭載）等へ延焼することが抽出されたため、次の

安全対策を講ずることにより、停車スペースを共用化することができると考えられます。 

① 水素充塡のための停車スペースへのガソリンの流入防止（溝又は傾斜）

② 給油設備からのガソリン流出の防止・低減（給油の満量停止機能等）

③ 事故時における給油の緊急停止（給油設備の一斉停止スイッチ）

２ 新たな形態の水素スタンドを併設する場合の安全対策について 

新たな形態の水素スタンドの技術開発が引き続き進められており、従来の水素スタンドと

同様に給油取扱所への併設が求められています。 

今般実用化された、液化水素をポンプで昇圧する方式の水素スタンドについて、本方式に

固有の液化水素ポンプ等に着目して火災シミュレーション等を行いました。その結果、現行

の安全対策の例によることで給油取扱所に併設することができると考えられます。 

[別添資料] 

「水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に係る安全対策のあり方に関する検討報告書」

の概要は別添のとおりです。 

また、4T U報告書 U4 T全文については、消防庁ホームページ（https://www.fdma.go.jp/）に掲載します。 

＜連絡先＞ 

消防庁危険物保安室 担当：竹本、池町、平尾 

T E L：03-5253-7524 ／F A X：03-5253-7534 
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【検討の経緯】
消防庁では、燃料電池自動車の利用環境整備に資するため、水素スタンドをガソリンスタンド（給油取扱所）に併設する場合の

基準を順次整備しているところです。今般、その一環として、「水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に係る安全対策の
あり方に関する検討会」を開催し、停車スペースの共用化及び新たな形態の水素スタンドについて調査・検討を行いました。
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水素充塡と給油のための停車スペースの共用化に係る安全対策について

趣旨

水素スタンドを給油取扱所に併設する場合の省スペース化の観点から、現在区分けされている水素充塡のための停車スペースと給油のための停
車スペースの共用化が求められています。
このため、停車スペースを共用化する場合のリスク要因を抽出し、必要となる安全対策をまとめました。

調査・検討の概要

水素スタンド及び給油取扱所における過去の事故事例を分析し、リスクの大きい事故進展シナリオを検討しました。

その結果、停車スペースを共用化する場合の主なリスク要因として、給油設備の不具合や不適切な給油行為等によりガソリンが流出して火災となり、
燃料電池自動車（高圧の水素ボンベを搭載）等へ延焼する危険性が考えられます。

また、ガソリン流出の事故パターンとして、①給油設備の不具合、②不適切な給油行為、③給油中の車両の誤発進、④給油設備への車両の衝突、
⑤車両の燃料系統の破損、⑥タンクローリーからの不適切な荷卸し行為の６パターンが抽出されました。各パターンごとに、ガソリン流出のきっかけと
なる事象の発生防止、ガソリン流出量の低減、燃料電池自動車下部へのガソリン流入防止について検討し、下記の安全対策としてまとめました。

主な結果

次の安全対策を講ずることにより、停車スペースを共用化することができると考えられます。

①水素充塡のための停車スペースへのガソリンの流入防止対策
→ 従来の消防法令における溝を設ける措置のほか、

傾斜による措置を講ずることも可能となります（下図）。

②給油設備からのガソリン流出の防止・低減対策
→ 燃料タンク満量時の給油停止機能、ノズル脱落時の給油停止機能、車両誤発進時の給油ホースの安全分離機能、
給油設備転倒時の漏えい防止機能、給油１回当たりの量の上限を設定する機能

③事故時における給油の緊急停止
→ 給油設備の一斉停止スイッチ

（従来のレイアウト） （共用化した場合のレイアウト）
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【調査・検討の概要】
〇 液化水素を利用するスタンドについて、平成27年６月に給油取扱所への併設基準が整備さ
れていますが、車両に充塡するための昇圧は液化水素を気化させた後に行う方式でした。
今般実用化されたものは、液化水素を直接ポンプで昇圧する方式の水素スタンドですが、従

来の液化水素スタンドと設備構成において共通する点が多いことから、本方式に固有の液化水
素ポンプ等（右図）に着目して検討を行いました。

〇 液化水素ポンプ等において高圧ガス保安上講じられている対策の内容を確認したところ、従
来の水素スタンドと同等の安全性が確保されていると考えられます。
また、併設に伴う主なリスクとして給油設備付近でのガソリン火災が想定されることから、そ

の輻射熱について、現行の消防法令に基づく安全対策（障壁等）を前提としたシミュレーション
を行い、液化水素ポンプの耐熱範囲であることを確認しました。

【主な結果】
現行の消防法令に基づく安全対策の例によることで、給油取扱所に併設することができると考

えられます。

液化水素を昇圧する方式の水素
スタンドの設備構成例

新たな形態の水素スタンドを併設する場合の安全対策について

趣旨

新たな形態の水素スタンドの技術開発が引き続き進められており、従来の水素スタンドと同様に給油取扱所への併設が期待されています。

このため、実用化又はこれに近い段階にある、新たな形態の水素スタンドを対象として、給油取扱所に併設する場合の安全対策に関する調査・
検討を行いました。

液化水素を昇圧する方式の水素スタンドを併設する給油取扱所の安全対策

有機ハイドライド方式の水素スタンドを併設する給油取扱所の安全対策

【調査・検討の概要と主な結果】
○ 有機ハイドライド方式の水素スタンドは、右図のようにスタンド内で有機ハイドライド（メチル
シクロヘキサン）から水素を取り出すものであり、国内に実例はありませんが、現在想定され
ている設備構成等を前提として、消防法令の適用関係を整理しました。また、追加すべき安全
対策について、（一財）石油エネルギー技術センターの先行研究を基に検討しました。

○ これらの結果を踏まえ、有機ハイドライド方式の水素スタンドを給油取扱所に併設する場合
に必要と考えられる安全対策を整理しましたが、今後、実用化を進めていく際には、実際の水
素スタンドにおいて具体的な設計や運用について検証を行うことが適当と考えられます。

有機ハイドライドを用いた水素供給の概念図

※従来の液化水素スタンドとの比較において、
液化水素ポンプと高圧の蒸発器が本方式にお
ける固有の設備。
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